
R6実績 R5実績

実施 一部実施

226人参加 249人参加

実施 項目なし

1団体 1団体

６団体 6団体

４回 3回

380個 220個

0枚 0枚

石狩市社会福祉協議会と連携し、障がい
のある人を支援するボランティア活動へ
の支援を行います。

② 継続して補助金を交付し支援する。

①

障がいについて理解を深める機会を増や
すとともに、障がい者団体の横のつなが
りを深め、様々な障がいへの理解につな
げるイベントや講習会などの取り組みを
進めます。

ふれあい広場実行委員会
（社会福祉協議会）

参加者同士が異なる背景や個性を認め合い、地域社会全体で多様性に対
する理解が深まるよう、共に学び合い、交流する機会として「ふれあい
広場いしかり」を開催した。（ステージ発表、ふれあい体験、ふれあい
展示、ふれあいの店等）
　　　　　　令和６年7月13日　2,700人参加

A

③

障がい者団体や事業所、関係機関などと
協力し、障がいのある人への必要な配慮
について、「広報いしかり」、パネル展
示、パンフレットの配布などあらゆる機
会を活用した啓発活動に取り組みます。

障がい福祉課

広報いしかり等を活用し、障がいのある人への必要な配慮について周知
した。
４回
・4月　世界自閉症啓発デー（ブルーリボンプロジェクト）
・9月　知的障害者福祉月間の周知（関連本図書館展示〔ヘルプマーク
及びブルーリボン配布〕）
・9月　手話言語の国際デー（9月23日　ブルーライトアップ　令和6
年度石狩灯台）
・12月　障害者週間（関連本図書館展示〔ヘルプマーク及びブルーリ
ボン配布〕、広報（地域活動支援センターについて）

A

障がいに関する活動や取組みについて掲載し、
周知啓発を図る。

今後も内容を工夫しながら実施する。

社会福祉協議会
ボランティア活動団体運営費助成金を交付し、活動の推進を支援した。
・交付団体　１団体　石狩朗読ボランティアの会

A
継続して助成金を交付し支援する。

障がい者福祉団体補助金を交付し、活動の推進を支援した。
・交付対象団体　6団体
　（石狩大地の会、特定非営利法人石狩聴力障害者協会、
　　石狩市身体障害者福祉協会、石狩市視覚障がい者協会
　　瞳会、石狩ひまわり手輪の会、手話サークル“ミズバ
　　ショウ”）

A障がい福祉課

外見からは分からなくても援助や配慮を得やすくなる「ヘルプマーク」
を障がい福祉課窓口等で配布した。
R6年度　380個

障がい福祉課

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

Ⅰ　共生のまち

施策の方向１　障がいへの理解の促進

手話フェスタ実行委員会

社会福祉大会および障害者週間でのパネル展示を実施し、各団体の啓発
を行った。もちつき大会などの交流イベントも実施した。
障がい者週間パネル展：12団体参加、もちつき大会：6団体67名参加

障がい者関係団体連絡会
議(社会福祉協議会）

A

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

理解促進のため、継続して配付する。

マスクの着用は個人の判断が基準となったことにより、今後
の利用実績を見込むことは難しいと思われるが、実施内容は
障がいへの理解や配慮にもつながることを踏まえ、引き続き
窓口での設置、啓発等を行う。

会議で各団体の意向を確認しながら、安全なイ
ベント等を実施する。

実行委員会で意見交換をし、イベント等の企
画・実施をする。

手話の普及啓発や聞こえない人に対する理解を深めてもらうことを目的
に手話フェスタを開催した。
・開催日　令和6年6月23日　・参加人数　226人

A

ハード面のバリアフリーだけでなく、心
のバリアフリーも同時に推進するため
に、ヘルプマークなど、障がいのある人
への配慮に関する取り組みを周知しま
す。

④ 呼吸器の疾患や感覚過敏、知的障がいなどの理由によりマスクの着用が
難しい人のための「意思表示カード（マスクをつけられません）」を障
がい福祉課窓口に設置し必要な方がいた場合にお渡しする。
R6年度　0枚

A

A
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

１施設 0施設

実績なし 実績なし

1施設 0施設

障がいのある人が利用しやすいバリアフリー法の整備基準に適合するよ
うに努めた。
R６ 樽川中学校　エレベーター棟増築　多目的トイレ設置

A

新しい施設の建設等の際に推進する。

②

視覚障がいのある人の公共施設などへの
安全な移動を確保するために、点字ブ
ロックや誘導用マットなどの整備を推進
します。

障がい福祉課
都市整備課

各公共施設に誘導用マットを設置済み。今後は団体等の要望に応じて整
備を検討する。

R6　実績なし

団体等の要望に応じて整備を検討する。

-

新しい施設の建設等の際に推進する。障がいのある人が利用しやすいバリアフリー法の整備基準に適合するよ
うに努めた。
R６ 樽川中学校　エレベーター棟増築　多目的トイレ設置

A

施策の方向２　安全・安心な生活環境の整備

①

バリアフリー新法、北海道福祉のまちづ
くり条例、石狩市福祉のまちづくり条例
に基づき、ユニバーサルデザインを踏ま
えた施設整備を推進します。

建築住宅課
総務企画課

③

施設の整備にあたっては、利用形態、障
がい特性などを把握した上で、それらに
配慮したトイレや駐車スペースなどの設
置を推進します。

建築住宅課
総務企画課
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

実績あり 実績あり

4回
10人

2回
10人

33回
17人

33回
30人

実施 実施

手話 794件
要約 8件

手話 831件
要約 4件

実施 実施

②

障がいのある人に配慮した情報発信の充
実を図るため、手話通訳や要約筆記、朗
読ボランティアなどの人材育成に努めま
す。

聴覚に障がいがある人に対して情報内容を文字にして伝える要約筆記の
体験を通し、聴覚障がい者に関する福祉の理解を深めることを目的に体
験講習会を開催した。
・開催回数　4回　・参加人数　10人（延）

④

聴覚障がいのある人のコミュニケーショ
ン支援の手段として手話通訳の派遣や遠
隔手話通訳、電話リレーサービスの周
知・啓発を促進します。

障がい福祉課

聴覚などの障がいにより意思疎通を図ることに支障がある人とその他の
人との意思疎通を支援するために、手話通訳者または要約筆記者を派遣
した。
・手話通訳派遣件数　794件（遠隔手話通訳、電話リレーサービス含む）

・要約筆記派遣件数　８件

A

意思疎通支援のため、継続して実施する。

⑤
視覚障がいのある人のコミュニケーショ
ン支援の手段として、情報の音声化など
の充実を図ります。

石狩朗読ボランティアの
会

『広報いしかり』『社協ふれあい』『議会だより』『身体障害者新聞』
等を音声データ化し、視覚障がい者に無償で提供した。

A

継続して実施する。

A

重
点
的
な
取
り
組
み

①

障がい特性に応じた利用しやすいコミュ
ニケーション手段の環境を築き、障がい
の有無にかかわらず理解し合えることを
目的とした「情報・コミュニケーション
条例」の制定に向けた取り組みを進めま
す。

障がい福祉課

「石狩市障がい者情報・コミュニケーション条例」を令和6年度4月1
日に施行し、障がいへの理解促進及びコミュニケーション手段を普及し
利用しやすい環境づくりに向けた施策に取り組んだ。
・文字音声化ソフトウエアの導入
・石狩市障がい者情報・コミュニケーションガイドブックを作成

A

条例に基づいた施策に取り組んでいく。

Ⅱ　安心で心豊かに暮らせるまち

施策の方向１　情報・コミュニケーション支援の充実

障がい福祉課

わかりやすい情報伝達のため、継続して実施す
る。

③

必要な情報をわかりやすく伝えるため
に、デザインや文字、色の使い方などを
配慮し、誰にでも見やすい広報の仕方を
推進します。

秘書広報課
「広報いしかり」では視覚に障がいのある人も含め、より多くの人が読
みやすく、誤読されにくいUD（ユニバーサルデザイン）フォントを使
用し、情報提供を行った。

A

手話を学び地域の聞こえない人と手話で日常会話が出来るようになるこ
とを目的に初級手話講習会を開催した。
・講義回数　33回　・参加者数　17人

A

理解促進のため、継続して開催する。

理解促進のため、継続して開催する。
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

実施 実施

3件 3件

39カ所 39カ所

実施 実施

2,897人
（731人）

2,626人
（676人）

実施 実施

④

避難行動要支援者名簿を整備するととも
に、関係機関と連携し、災害時の安否確
認や避難誘導などを円滑にするために、
制度や支援体制のしくみについての啓発
に努めます。

危機管理課
避難行動要支援者名簿を更新し、各町内会・自治会長、民生委員等へ提
供した。
・名簿提供者　2,897人（うち、障がいのある人731人）

A

災害時対応として、継続して実施する。

福祉総務課

福祉避難所を指定し、災害用物資を備蓄した。
・福祉避難所4施設
　（総合保健福祉センターりんくる、厚田学園、
　　浜益高齢者生活福祉センター、ふれあいの杜子ども館）
・災害用物資
　（発電機、段ボールベッド、車いす等の備品、
　　紙おむつ、マスク、消毒液等の生活・衛生用品）

情報伝達の手段・方法については今後も検討し
ていくとともに、情報伝達媒体の周知を図る。

施策の方向２　災害に備えた対策の取り組み

①
福祉避難所の指定、災害用物資の備蓄な
ど、災害時の機能及び利便性向上に努め
ます。

②
災害時に円滑なコミュニケーションが図
られるような取り組みを検討します。

障がい福祉課
災害時の情報伝達のため「災害時情報支援バンダナ」作成し、聞こえな
い人や手話のできる人に配布したほか、避難所備蓄品として保管した。
・市内指定避難所39カ所に保管

A

災害時対応として、継続して実施する。

災害時対応として、継続して実施する。

障がい福祉課
オストメイトがストーマを避難所に備蓄できるよう、福祉避難所等で保
管事業を実施した。
・保管件数　3件

A

A

災害時対応として、継続して実施する。

災害時対応として、継続して実施する。

③
防災訓練に障がいのある人の参加を促進
し、訓練内容の充実を図ります。

危機管理課
令和元年度と2年度に実施した花川南第二町内会との協働事業「減災福
祉型まち歩きによる要配慮者の減災力向上事業」の延長で、令和6年に
要配慮者参加による防災訓練が実施されました。

A

⑤
災害発生時において、市が発令する避難
情報が災害時避難行動要支援者に確実に
伝達されるよう配慮します。

危機管理課
・情報伝達手段である「LINE」による情報伝達を行った。
・令和７年３月２４日より更なる情報伝達手段「地域情報石狩市行政情
報ポータル（いしポ）」を導入した。

A
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

― 0施設

― 実施

ぷ14,963
ヨ2,673

ぷ15,301
ヨ2,448

13ヵ所
4件

13ヵ所
5件

０回 0回

障がい福祉課

社会福祉施設において新型コロナウイルス感染症等が発生し感染が拡大
した場合に備え、市が防護服等を購入し、迅速に貸出しを行うなどの体
制を整備した。
・貸出物品　防護服、シューズカバー、プラスチック手袋
・貸出件数　0施設

―

国や北海道からの情報を注視し、必要な支援を
検討する。

施策の方向３　感染症等に対応した支援の充実

重
点
的
な
取
り
組
み

②

国や北海道からの情報を注視し、必要な支援を
検討する。

③

感染症などへの対応が長期化することに
伴い、障がいがあることで心身に変調が
生じる方のために、相談体制の整備をし
ます。

障がい福祉課
感染防止対策を行ったうえで、適切な支援が行われた。
・石狩市相談支援センターぷろっぷ　延べ14,963件
・相談室ヨルド　延べ2,673件

A

感染症等の状況に応じて適切な支援を行う。

④
タブレット端末の活用による遠隔手話通
訳の実施など、感染リスクを回避した意
思疎通支援体制を整備します。

障がい福祉課

聞こえない人が医療機関や金融機関等へ外出する際、新型コロナウイル
ス感染防止対策のため手話通訳者の同行が困難な場合に、遠隔手話通訳
を利用できるようタブレットパソコンを整備した。
・設置場所　13カ所
・貸出件数　4件

A

感染対策並びに当事者の利用希望を踏まえて、
継続して実施する。

新型ｺﾛﾅの5類移行により、集合研修開催の機会
も増えてくると思われるが、感染症等の拡大状
況に応じてｵﾝﾗｲﾝ、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄによる研修を実施す
る。

①

必要な障害福祉サービスを維持するた
め、感染防止に向けた留意点の周知やそ
の対策を講じるにあたり必要な物品など
の確保に努めます。

感染症などに関わる情報を障がいのある
人にわかりやすく伝えるなど、情報発信
などにあたって十分配慮します。

障がい福祉課
新型コロナワクチン接種の特例臨時接種期間が令和5年度で終了した。
今後も感染症等の状況に応じて適切に対応する。

―

⑤
感染症等の感染拡大に備えたオンライ
ン、ハイブリッドによる会議、研修など
の取り組みを推奨します。

地域自立支援協議会
感染防止対策のため、会議や研修を集合やオンラインを併用したハイブ
リット形式で開催する体制がある。令和6年度は全て対面開催すること
ができた。

A
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

7回 4回

2回 2回

知 496人
精 675人

知 417人
精 474人

③

知的障がいや精神障がいにより意思決定
の困難な人が財産管理や計画などで不利
益にならないよう、成年後見制度や日常
生活自立支援事業の利用を促進します。

障がい福祉課
成年後見センターを設置し、相談体制の構築を図った。
・相談実績　知的障がい者 496人、精神障がい者 675人

A

継続して実施する。

障がいのある人がトラブルに巻き込まれ
ないよう、弁護士などをはじめ関係機関
が連携し、被害者とならない取り組みを
実施します。

地域自立支援協議会

これまで取り組んできた内容を鑑み、令和5年度からは新設された地域
課題について検討する「まちづくり部会」の中で話し合っていくことと
する。
まちづくり部会（R6度　7回開催）

B

地域自立支援協議会まちづくり部会において、
継続して取り組んでいく。

施策の方向４　権利擁護体制の充実（成年後見制度などの活用促進について）

②
成年後見制度の利用促進のために、中核
機関を中心に、地域連携ネットワーク体
制を強化します。

障がい福祉課

成年後見制度利用促進計画に基づいて設置された中核機関（社会福祉協
議会：石狩市成年後見センター）を中心に、地域連携ネットワーク体制
強化を図るため、関係機関(弁護士、司法書士、社会福祉士（後見受任
経験あり）、委託相談事業所、石狩障がい者就業・生活支援センター、
地域包括支援センター、健康推進課、行政）と意見交換等を行った。
・石狩市権利擁護連携会議　2回実施

A

今後段階的に地域連携ネットワークの体制強化
を図っていく。

①
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

10件 11件

2回 1回

1,465枚 1,120枚

ケース会議の実施及び
参加

ケース会議の実施及び
参加

３回 2回

②
パンフレットの発行や『広報いしかり』
を活用した広報啓発活動に取り組みま
す。

障がい福祉課
障害者差別解消法を周知するパンフレットを作成し、市内事業所に配布
した。
・配布枚数　1,465枚

A
理解促進のため、継続して実施する。

施策の方向４　権利擁護体制の充実（障害者差別解消法について）

施策の方向４　権利擁護体制の充実（障がい者虐待の防止について）

障がい者虐待防止対策の体制の充実を図
るとともに、障がい者虐待通報の受理、
虐待を受けた障がいのある人の保護な
ど、関係機関との連携強化に努めます。

① 障がい福祉課

8050問題など多様化する虐待事案について、庁内関連部署や地域包括
支援センター、警察などの関係機関と連携し解決を図った。
・相談件数　10件
・障がい者虐待防止ネットワーク機関等と連携を図り対応した。

A

多様化する事案に対応するため、継続して実施
する。研修会等の実施も検討する。

①

「障害者差別解消法」、「北海道障がい
者条例」に基づく取り組みを推進し、障
がいを理由とする差別解消に向けたイベ
ントや研修会などを実施します。

障がい福祉課

石狩市民図書館にて「知的障害者福祉月間」及び「障害者週間」にあわ
せ、障がい関連の図書を展示し本の貸出を行った。
・実施日　令和6年9月18日から26日まで
　　　　　令和6年12月3日から8日まで

重
点
的
な
取
り
組
み

①

８０５０問題をはじめとする社会背景に
より、複雑化した生活課題を抱える障が
いのある人の事例が発生してきており、
早期発見・早期対応のしくみづくりを進
めます。

障がい福祉課
8050問題にかかる相談や支援が増える中、関係機関との情報共有や連
携が図られた。
・ケース会議の実施及び参加

A

地域包括支援センターなどの高齢者支援部門
等、関係機関との連携を強化し、引き続き、早
期発見・早期対応に努める。

②

障がいのある人が、住み慣れた地域で安
心して暮らしていくため様々な支援を切
れ目なく提供する機能をもつ地域生活支
援拠点等の整備を検討します。

障がい福祉課

札幌圏市町村障がい福祉担当者情報交換会で近隣市町村から情報を取得
し、本市にあった拠点整備の検討材料とした。
また、本市にあった拠点整備の在り方を検討した。
・検討会議　３回

既存の機能の把握を行い、体制の整備を図る。

啓発について、継続して実施する。
また、研修会の実施に向け検討する。

施策の方向５　親なき後支援の充実

B

A
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

設置 設置

104人 106人

2か所 2か所

5回 4回

③

各種健康診査や保健相談などでの困りご
とについて、必要に応じて医療、福祉な
どの関係機関と円滑な連携を図り、その
問題解決に向けた対応を行うなど、ライ
フステージにおいて切れ目のない支援を
図ります。

障がい福祉課

保護者と支援機関の情報共有を促すための「サポートブック」を作成
し、下記の機関に設置した。
　2か所
・子ども発達支援センター
・教育支援課（小中学校の特別支援学級）

A

切れ目のない支援を行うため、継続して実施す
る。

④

保健、医療、教育、保育、福祉などの関
係機関との協議の場を設置し、医療的ケ
アを必要とする障がいのある子どもと家
族への支援を図ります。

障がい福祉課

令和5年5月に医療的ケア児等支援会議を設置。本市における支援体制
の整備や個別支援等について、庁内部署及び各関係機関と協議を行っ
た。
庁内会議2回、外部機関含む会議3回開催

A

関係機関との協議の場を通し、支援体制の構築
等について検討する。

児童発達支援センターと同じ機能を持つ市町村中核子ども発達支援セン
ターの設置に向け、児童発達支援、保育所等訪問支援、障害児相談支援
を実施するほか、地域の連携体制や発達支援体制の強化を図った。令和
６年３月に認定を受け、市町村中核子ども発達支援センターを設置し
た。
・石狩市療育支援連絡会　4回実施

A

地域の連携体制や発達支援体制の強化を図って
いく。

②

乳幼児健康診査や保健相談などにおい
て、障がいや疾病の早期発見だけではな
く、保護者の子育て支援を行うなど、乳
幼児の健やかな発育・発達を図ります。

子ども政策課
発達のことで心配なことや困っていることなどについて「発達すくすく
相談」や「乳幼児健康診査」で相談を実施した。
・発達すくすく相談実績　延べ104人

A

早期発見や健やかな発育・発達のため、継続し
て実施する。

市町村中核子ども発達支援センターを設
置し、発達の遅れや障がいのある子ども
と家族に対し、適切な相談指導や療育を
受けるための支援を図ります。また、地
域の連携体制や発達支援体制の強化に努
めます。

子ども発達支援センター

施策の方向１ 障がいや発達に配慮が必要な子どもの支援の充実

Ⅲ 　子育てしやすいまち

重
点
的
な
取
り
組
み

①
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

2人 2人

57人 72人

187人 165人

相談 57名
協議 52名

報告 101名

相談 72名
協議 65名
報告 80名

教員36人
CN62人

支援員98人

教員10人
CN58人

支援員39人

④
高い専門性に基づく特別支援教育を推進
するため、教職員研修や講習会の充実を
図ります。

教育支援課

特別支援教育に関する研修受講者延べ人数
・教員　36人
・特別支援教育コーディネーター(CN)　62人
・教育支援員　98人

A

教職員のスキル向上のため、継続して実施す
る。

②

一人ひとりのニーズに合わせ、「個別の
教育支援計画」や「個別の指導計画」を
作成し、将来の自立と社会参加に向け
た、きめ細やかな支援を推進します。

教育支援課
「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」について、市内の学校で作
成し活用した。
・特別支援学級在籍児童生徒数　187人（R6.5.1現在）

A

きめ細やかな支援を行うため、継続して実施す
る。

③
切れ目のない一貫した教育支援を行うた
め、関係機関との連携強化を図ります。

教育支援課

就学前の教育相談、学校巡回訪問、関係機関との連携により実態把握を
行い、早期発見ときめ細やかな支援を行った。
・就学児教育相談人数（令和7年度入学予定児童）　57名
・在席児童生徒協議人数（令和6年度）　52名
・在席児童生徒報告人数（令和6年度）　101名

A

早期発見や切れ目のないきめ細やかな支援を行
うため、継続して実施する。

①

障がいのある子どもを育てた経験のある
保護者（ペアレントメンター）が相談相
手となり、障がいのある子どもがいる家
族を支援します。

子ども発達支援センター
ペアレントメンター派遣事業を活用し、子育てに不安を持つ保護者の相
談に応じた。
・相談実績（実人数）　2人

A

保護者の不安解消のため、継続して実施する。

①

特別な支援を必要とする子どもを対象
に、就学前からの教育相談を実施するな
ど、関係機関と連携しながら早期からの
切れ目のない支援を行います。

教育支援課
就学児教育相談を実施し、関係機関との連携を図った。
・相談人数（令和7年度入学予定児童）　57人

A

切れ目のない支援を行うため、継続して実施す
る。

施策の方向２ 障がいのある子どもや困り感のある子どものいる家族の支援の充実

施策の方向３　障がいのある子どもや困り感のある子どもに対する教育の充実
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

ぷ14,963
ヨ2,673

ぷ15,301
ヨ2,448

サ　701人
児　500人

サ　690人
児　454人

7か所
272日

5か所
198日

5か所
164人

4か所
159人

補 144件
日 374件

補 175件
日 349件

2人 1人

②
ニーズに即した地域での生活を支援する
ために、共同生活援助などの充実を図り
ます。

障がい福祉課
市内の共同生活援助サービス事業所　5か所
・利用実績　利用者数164人

A

継続して実施する。

③
障がいのある人の在宅生活を支援するた
めに、補装具や日常生活用具の給付を実
施します。

障がい福祉課
・補装具利用実績　144件
・日常生活用具利用実績　374件

A

利用者や障がい者関係団体からの要望等を踏ま
え、対象品目の充実を図る。

②

障害福祉サービスの利用支援や継続利用
支援に関する相談と援助計画の作成を行
う「計画相談支援」の体制強化に向けて
方策を検討し、その整備に努めます。

障がい福祉課

相談支援の利用実績が増える中、専門員の確保等を行い、計画相談支援
の体制強化が図られるよう検討を行った。
・障害福祉サービス　701人
　　　（うち計画相談支援　277人、39.5％）
・障害児通所支援　500人
　　　（うち障害児相談支援　389人、77.8％）

A

令和4年度に創設した福祉人材養成支援補助金
を継続して実施する。

①
障がいのある人やその家族のニーズに対
応できる短期入所サービス事業所の充実
を図ります。

障がい福祉課
市内の短期入所サービス事業所　7か所
・利用実績　延べ272日

A

継続して実施する。

①

障がいのある人やその家族が、気軽に安
心してサービス利用や生活上の悩みなど
を相談できるよう「石狩市相談支援セン
ター」などにおける相談体制の充実に努
めます。

障がい福祉課

障がいのある人やその家族の相談について訪問、電話相談、会議参加な
どにて適切な支援が行われた。
・石狩市相談支援センターぷろっぷ　延べ14,963件
・相談室ヨルド　延べ2,673件

A

障がいのある人やその家族の不安解消や負担軽
減のため、継続して実施する。

施策の方向２　地域で生活するために必要なサービスの充実

④
重度身体障がいのある人への訪問入浴
サービスを実施します。

障がい福祉課
自力又は家族のみでは入浴が困難な方に対して、訪問入浴サービスを実
施した。
・利用実績　利用者数2人

A
継続して実施する。

Ⅳ 　自分らしく生き生きと生活できるまち

施策の方向１ 相談支援体制の充実
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

49人 40人

9人 8人

実績なし 実績なし

289万円 116万円

２回 2回

⑤

障がい者就労施設などで作られた製品に
ついて、市のイベントなどで積極的な活
用や販売を継続し、障がいのある人の工
賃向上への取り組みを支援します。

障がい福祉課

・障がい者就労施設で作られた製品の販売をとおして、障がいのある方
の社会的自立や活動等の理解を進めるため、石狩版元気ショップを開催
した。
　　　　　　令和6年7月26日　道の駅石狩「あいろーど厚田」
・【再掲】参加者同士が異なる背景や個性を認め合い、地域社会全体で
多様性に対する理解が深まるよう、共に学び合い、交流する機会として
「ふれあい広場いしかり」を開催した。（ステージ発表、ふれあい体
験、ふれあい展示、ふれあいの店等）
　　　　　　令和６年7月13日　2,700人参加

A

継続的に実施する。

継続して実施する。

②
障がいのある人が継続して就労できるよ
うに、就労定着支援終了後のフォロー
アップを推進していきます。

障がい福祉課
就労定着支援終了後も同様の支援が受けられるよう制度を新設した。
・利用実績　利用者数9人

A

継続して実施する。

障害者優先調達法に基づく方針を策定し、優先購入の推進を実施した
（目標金額100万円）
・令和6年度実績　289万円

A

継続して実施する。

要望があった場合は受入れの調整をする。

④

障害者優先調達推進法に基づき、福祉施
設からの製品購入について調達方針を作
成し目標を定め、毎年実績を公表しま
す。

障がい福祉課

①

障がいのある人が、就労系障害福祉サー
ビス事業所に通う際の交通費助成制度を
実施します。

障がい福祉課
通所交通費助成制度を新設し、就労移行支援、就労継続支援A型・B型
の利用者の通所にかかる交通費の半額を助成した。
・利用実績　利用者数49人

A

施策の方向３　就労支援と雇用促進

③

障がいのある人の就労意識の動機づけと
して効果があるインターンシップによる
職業体験についての受け入れを推進して
いきます。

障がい福祉課
高等支援学校等からの要望に応じて、インターンシップによる職業体験
の受け入れを行っているが、要望が無かった。 -
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

7回
142人

4回
80人

移行　0人
定着　0人

移行　0人
定着　0人

104人 106人

2か所 2か所

5回 4回

A

切れ目のない支援を行うため、継続して実施す
る。

④

【再掲】保健、医療、教育、保育、福祉
などの関係機関との協議の場を開催し、
医療的ケアを必要とする障がいのある子
どもと家族への支援を図ります。

障がい福祉課
医療的ケア児推進法が施行され、本市における支援体制の整備につい
て、各関係機関と協議を行った。
庁内会議2回、外部機関含む会議3回

A

引き続き、関係機関と協議を行い、支援体制の
あり方について検討する。

③

【再掲】各種健康診査や保健相談などで
の困りごとについて、必要に応じて医
療、福祉などの関係機関と円滑な連携を
図り、その問題解決に向けた対応を行う
など、ライフステージにおいて切れ目の
ない支援を図ります。

障がい福祉課

保護者と支援機関の情報共有を促すための「サポートブック」を作成
し、下記の機関に設置した。
R6　2か所
・子ども発達支援センター
・教育支援課（小中学校の特別支援学級）

障がい福祉課

精神障がいのある人が病院から退院し、地域で生活することを希望する
場合の「地域移行支援」や「地域定着支援」に対する相談体制を推進し
た。
・利用実績　地域移行支援　0人
　　　　　　地域定着支援　0人

A

切れ目のない支援を行うため、継続して実施す
る。

②

【再掲】乳幼児健康診査や保健相談など
において、障がいや疾病の早期発見だけ
ではなく、保護者の子育て支援を行うな
ど、乳幼児の健やかな発育・発達を図り
ます。

子ども政策課
発達のことで心配なことや困っていることなどについて「発達すくすく
相談」や「乳幼児健康診査」で相談を実施した。
・発達すくすく相談実績　延べ104人

A

早期発見や健やかな発育・発達のため、継続し
て実施する。

地域自立支援協議会

これまで取り組んできた内容を鑑み、令和5年度からは新設された地域
課題について検討する「まちづくり部会」の中で話し合っていくことと
する。
まちづくり部会（R6度　7回開催　142人参加＜延＞）

B

地域自立支援協議会等において、必要な連携、
取り組みについて協議・検討していく。

施策の方向４　保健・医療の充実

重
点
的
な
取
り
組
み

①

精神障がい地域包括ケアシステムの構築
に向けて、精神障がいのある人への福祉
サービスや就労支援など、切れ目のない
支援を実施できるよう関係機関との連携
を強化します。
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

1,150人 1,165人

103人 94人

843件 289件

実績なし ２回

4カ所 4カ所

4回 4回

実施 一部実施

226人参加 249人参加

実施 項目なし

【再掲】参加者同士が異なる背景や個性を認め合い、地域社会全体で多
様性に対する理解が深まるよう、共に学び合い、交流する機会として
「ふれあい広場いしかり」を開催した。（ステージ発表、ふれあい体
験、ふれあい展示、ふれあいの店等）
　　　　　　令和６年7月13日　2,700人参加

障がいの有無にかかわらず、ともにふれ
あい、学べるような内容を考慮したイベ
ントや講演会などを実施します。

⑦

ふれあい広場実行委員会
（社会福祉協議会）

A

実行委員会で意見交換をし、イベント等の企
画・実施をする。

⑥

障がいのある人やその家族がピア（仲
間）として障がいのある人からの相談を
受け、問題解決につながる助言を行うピ
アサポーターの養成や活動などを支援し
ます。

障がい福祉課

・日本オストミー協会北海道支部が主催する、交流体験会や相談会の周
知について支援した。
　広報掲載　4回
・障がい者相談員の配置

A

他市町村の取り組み状況を参考にしながら、養
成や活動支援について検討を行う。

石狩手話フェスタ実行委
員会

【再掲】手話の普及啓発や聞こえない人に対する理解を深めてもらうこ
とを目的に手話フェスタを開催した。
・開催日　令和6年6月23日
・参加人数　226人

A

今後も内容を工夫しながら実施する。

障がい者関係団体連絡会
議(社会福祉協議会）

【再掲】社会福祉大会および障害者週間でのパネル展示を実施し、各団
体の啓発を行った。もちつき大会などの交流イベントも実施した。
障がい者週間パネル展：12団体参加、もちつき大会：6団体67名参加

A

会議で各団体の意向を確認しながら、イベント
等を企画・実施する。

④
公共交通機関料金割引制度の拡充に向け
た働きかけを推進します。

障がい福祉課
事業者との意見交換を実施した。
R6　実績なし

 C

精神障がいのある人の公共交通機関の割引制度
の対象拡大について、各所への働きかけを継続
していく。

⑤
障がいのある人が日中活動を利用して地
域での社会参加ができるよう、日中活動
の場の充実を図ります。

障がい福祉課
地域活動支援センターを運営している団体に対して交付金を交付した。
・交付対象センター　4カ所
　（石狩はまなす館、やすみや、えみな、彩）

A

継続して交付金を交付し支援する。

②
地域活動支援センターを利用する精神障
がいのある人に対する支援のため、通所
に伴う交通費助成事業を推進します。

障がい福祉課
地域活動センターに通所する交通費の一部を助成した。
・利用実績　103人

A

継続して実施する。

③
障がいのある人が、社会生活や社会参加
のために利用する移動支援事業を推進し
ます。

障がい福祉課
移動支援サービスを実施した。
・事業所利用実績　延べ843件

A
継続して実施する。

①
障がいのある人の外出の機会を増やすた
め、福祉タクシー利用券交付制度を実施
します。

障がい福祉課
重度の障がいのため、公共交通機関の利用が困難な人の負担軽減を図る
ため、福祉タクシー利用券を交付した。
・交付実績　1,150人

A

障がいのある人の社会参加促進や生活圏の拡大
を目的に新たな制度の創設に向け検討する。

施策の方向５　社会参加の充実
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

90人 中止

実施 中止

市内の障がい団体の交流を目的に、カローリング交流大会を実施した。
・参加人数　90人

A

継続して実施する。

⑨

障がいのある人が積極的に文化・芸術活
動を行えるよう、活動や創作作品の展示
の場の確保に努めるなど、活動を支援し
ます。

障がい福祉課 A

今後も継続して実施する。
・【再掲】参加者同士が異なる背景や個性を認め合い、地域社会全体で
多様性に対する理解が深まるよう、共に学び合い、交流する機会として
「ふれあい広場いしかり」を開催した。（ステージ発表、ふれあい体
験、ふれあい展示、ふれあいの店等）
　　　　　　令和６年7月13日　2,700人参加
・自立支援協議会こども部会にて、石狩市民図書館での児童発達支援及
び放課後等デイサービスの事業所紹介の際に、利用児童が作成した作品
の展示も行った。
　　　　　　令和６年10月30日～11月10日

⑧
障がいのある人の健康保持・増進を図る
ため、各関係機関と連携し、気軽に参加
できるスポーツ活動を支援します。

カローリング実行委員会
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R6実績 R5実績

第４期障がい者計画進捗管理【進捗状況】A（目標どおり進行）　B（やや遅れている）　C（大幅に遅れている）ー（要望なし等の理由で実績なし）

令和6年度の実施状況
（具体的に行った施策、成果等）

実施
主体

計画掲載内容 評価
今後の進め方（施策の展開）

6人 10人

16件 17件

3名 3名

1回 1回

4回 4回

継続して実施する。

②

③

小学校・中学校・高等学校・大学の児
童・生徒が障害福祉サービス事業所での
体験など、障がい福祉分野の人材育成に
つながる取り組みを実施します。

障がい福祉課
市内の高等学校のインターンシップを障害福祉サービス事業所で実施し
た。
R6　３名

A

今後も事業所等と調整し実施する。

市職員に対して、障がいのある人に関す
る理解を促進するための必要な研修を実
施し、窓口などにおける障がいのある人

への配慮を周知します。

④

職員課
新任職員研修時に「手話基本条例」と「障害者差別解消法」についての
講座を実施した。

A

理解促進のため、継続して実施する。

障がい福祉課

障害者差別解消法に関する市職員向けに策定された障がいのある人への
対応要領及び職員対応マニュアルについて、全職員に周知した。
石狩市職員のための手話研修会（初級・フォローアップ）を実施した。
・開催回数　4回

A

理解促進のため、継続して実施する。

事業所の職員が、障がいのある人への支
援に関する専門的技術を習得するための
研修へ参加するための支援を実施しま
す。

障がい福祉課

市内の障害福祉サービス事業所に対し、専門的な知識を有する人材を養
成するために必要な研修費用の一部を補助することを目的とした、障が
い福祉人材養成支援補助金を創設した。
・申請件数　16件

A

障害福祉サービス事業所からの意見等を踏ま
え、制度の更なる充実を図る。

施策の方向６　人材の育成・確保

重
点
的
な
取
り
組
み

①

障がいのある人に必要なサービスを提供
するため、人材確保と職場定着について
石狩市地域自立支援協議会と意見交換を
行い、事業所の実情に即した効果的な手
法について検討を行います。

障がい福祉課
厚田区・浜益区の障害福祉サービス事業所の新規就労者に対し、事業所
を通じて福祉施設人材確保事業助成金を交付し、人材の確保を図った。
・交付対象人数　６人

A
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